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耐火試験結果を用いたバリエーションの認定に関する研究（１）

建築基準法が性能規定化されて、はや15年。防火関連の基準においても、建物の設計条
件に応じて、加熱条件を個別に設定することが可能となっている。しかし建築部材の耐火
性能評価には、未だ耐火炉試験を行うことが一般的であり、その上、耐震・耐火偽装問題
後の確認審査の厳格化によって １仕様１認定が原則となっており 慢性的な試験炉不足

研究の背景

後の確認審査の厳格化によって、１仕様１認定が原則となっており、慢性的な試験炉不足
による認定取得期間の長期化が問題視されている。

性能規定仕様規定
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慢性的な試験炉不足による

認定取得期間の長期化

１仕様１認定

バリエーション認定の合理化による

耐火試験の効率化
＆

耐火性能検証法との連携強化による

性能設計の活性化

H26 基盤整備促進事業
防火に関する大臣認定仕様の

告示化の検討

異なる設計条件下での耐火性能予測

耐火性能に影響を与える因子を
①熱伝導性②水分蒸発③亀裂等の機械的変質

∆T(x,t)/∆Tf

乾燥部分 含湿部分無次元
温度上昇：

①熱伝導性②水分蒸発③亀裂等の機械的変質
と考え、①のみが関係する乾燥壁の材料内部の
温度分布を、半無限固体の概念を利用して示す。
これに水分蒸発による温度上昇遅延効果を加え、

含湿壁の温度上昇算定式を提案。

土壁の温度上昇時間 (分)

②含湿壁の温度上昇算定式

∆T /∆T

①乾燥壁の非定常温度分布
（半無限固体の熱伝導理論解）

水分蒸発による温度上昇遅延効果
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これにより材料物性値（熱拡散率、材料の厚み、
含水率）と、加熱条件（火災温度上昇係数、火災
継続時間）より、部材の温度上昇が算定可能0
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耐火試験結果を用いたバリエーションの認定に関する研究（２）

実効熱拡散率 測定と必要壁厚 予測（石膏ボ ド）

石膏ボード：材料の95％を占めるせっこう成分以外に、

ひび割れ防止のため添加される、無機質骨材・繊維の
量によって、ボード自体の遮熱性能が変化

⇒材料レベルの物性値測定では違いに現れない。

実効熱拡散率の測定と必要壁厚の予測（石膏ボード）

上から順に、

①無機繊維0.2％ 無機骨材0％

②無機繊維0.2％ 無機骨材2.5％

④無機繊維0.4％ 無機骨材0％

③無機繊維0.4％ 無機骨材2.5％
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数値解析による計算値

材料レ ルの物性値測定では違 に現れな 。

入力条件

石膏ボードの要求耐火性能に応じた必要壁厚の算定
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（実効熱拡散率：0.26ｘ10-3）

式を変形して、耐火試験より直接、実効熱拡散率を求
めることで、③亀裂の影響も含んだ予測が可能。
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ＣＬＴ部材のバリエーションと耐火性への影響

( )vfffeff TTT
f

T
f

t Δ−Δ⎪⎭
⎬

⎪⎩
⎨ ⎟

⎠
⎜
⎝ Δ

⎟
⎠

⎜
⎝ Δ

⎟
⎠

⎜
⎝ 2 .

φξα

接着剤 ラミナ厚と積層数 樹種
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C:ｽｷﾞ 比重:0.4
S:ｽﾌﾟﾙｰｽ 比重:0.45
L:ｶﾗﾏﾂ 比重: 0.5

今後の展望

高温時の付着性が高いほど炭化層が残存し、
断熱層として働くため炭化速度を抑制する

積層数が多いほど剥が
れやすく炭化速度が速い

密度が高いほど
炭化速度が遅い

均質な単層壁の遮熱性・炭化速度は
予測が可能となった。
今後は複層・中空壁あるいは被覆さ
れた木材の炭化速度の予測について
検討を行う。

性能設計の普及により、要求耐火時間
の多様化が進んでおり、計算による耐
火試験結果の拡大解釈の方法につい
て、ISO等で国際的な基準の策定を始め
ている。


